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　スウォッチグループ
（スイス・ビエンヌ）が7
月18日に発表した「半
期報告書2018」による
と、純売上高は14.7％
増のCF4億2600万と
なり、営 業 成 績 は
69.5％増のCF6290
万で、営業利益率は
11％、前年比7.6％増
としている。
　自社ブランドの強力
な製品需要により、一
部で生産が追いつかな
いほど、アジアと米国を

中心に全地域で成長。すべての価格帯
および地域で市場シェアが大幅に伸び

たとしている。
　2018年の後半は更なる成長を見据
えており、強力な成長と市場シェア拡
大を狙っている。
　地域や価格区分にかかわらず、世界
的に大きく増加しているのが、本物の
革新的なブランド。加えて、実質的な価
値だけではなく感情的な価値も求めて
いる。
　これは「消費主義」（すべてが交換可
能で、すぐに価値を失う）の逆行傾向
であり、世界中で見ることができる。そ
して中古品やヴィンテージ製品への関
心の高まりは、強く革新的で本格的な
ブランドに有利と言え、18のブランドを
持つスウォッチ・グループにとって大き
なチャンスだ。

　ブレゲ、ハリーウィンストン、ブランパ
ン、オメガ、ロンジンなどの伝説的なブ
ランドを持つスウォッチ・グループと、
250年以上もの歴史を持つティソは、
ユニークな特徴を反映したデジタル
アーカイブとブランドミュージアムを備
える文化的遺産と個々のブランドとい
える。
　そして世界中の消費者は、サステナ
ビリティだけでなく、製品の特異性や信
頼性に関して、製品（スイスメイド）によ
り関心を持ちたいと考える。歴史の他
に、オメガマスタークロノメーターまた
はロンジンクォーツV.H.Pのように、
ムーブメント、新素材、デザイン、エス
テ、そして自然美や精度などもそれに当
たるなどとしている。

　㈱ザ・クロックハウスは、平成30年8
月1日をもって「株式会社クロックワー
クホールディングス」へ商号変更し持
株会社に移行した。
　これより、従来の国内時計小売事業
については「㈱ザ・クロックハウス」（平
成30年8月1日設立）が事業を継承し
継続していく。
　役員は、▽代表取締役社長＝大野
禄太郎、▽常務取締役＝鈴木博之、▽
取締役＝大田弘之、小林泰幸、平野信
之、▽監査役＝佐藤春夫（敬称略）

　カシオ計算機は、国内生産拠点の
山形カシオ（山形県東根市）で普及
価格帯のデジタルウオッチを自動で
組み立てる生産ラインが8月下旬より
稼動する。
　従来、山形カシオでは普及価格帯の

デジタルウオッチを人が手で組み
立てていたが、今回の新ラインの稼
動開始により、時計内部のモジュー
ルの組み立てから時計本体の組み
立てまでの工程を全て自動で行う
ことができ、生産効率を約3倍に高
めた。また、新ラインへ供給する基
板の製造においても、大幅な効率
化を実現。これらによって、今までの
生産コストを海外並みの2分の1以
下に抑えることが可能となった。

　また、1日8時間稼動した場合の生産
能力は、従来と同等の月産10万個を想
定。自動化により稼動時間を増やせる
ことから、需要に応じて将来的な増産
にも対応できる。
　生産する時計は、1989年より販売して
いるスタンダードシリーズ「A159WA」。
リーズナブルでありながら腕時計としての
高い信頼性やシンプルで飽きのこないデ
ザインが好評を博しており、色違いなどの
バリエーションも含めた同シリーズは世

界中で愛用されているロングセラー商品。
　一般的に腕時計は多品種少量生産
であり、自動化には向かないが、
「A159WA」が長年に渡って大量に販
売されていること、また生産コストの高
い国内において効率的なものづくりを
実現するため、今回の自動組立ライン
開発に至った。
　今後は、バンド取り付けや梱包など
においても自動化を進め、さらなる生産
コスト低減を目指すとともに、“メイド・イ
ン・ジャパン”の製品に対する高いニー
ズに応えるべく、山形カシオにおける同
シリーズの生産を増やしていく予定。
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「日本」「家族」「年号」も変わります。
ジュエリー業界も変わらないと。

株式会社ジュホウ　
代表取締役　
木村 亮治

mail to: ryo.kimura@j-twinkle.co.jp

 

　京都のハイジュエラーである㈱俄
（京都市中京区、青木敏和代表）では、
評価の高まりや売上の拡大に伴い、製
作部門の職人とダイアモンドグレー
ダーの採用募集を開始した。
　同社は「NIWAKA」「LUCIE」などの
ジュエリーブランドを展開し、ブライダ
ルからファッションジュエリー、ハイ
ジュエリーまで幅広く展開。ジュエリー
の企画・製造・卸・小売りを一貫して行
い、直営店（国内18店舗、海外4店舗）
と正規取扱店（国内50店舗）を展開。
着実に売上と市場シェアを伸ばす優良
企業である。
　同社のジュエリーのクオリティとデザ

イン性は国内外で高く評価
されている。近年では、日本
を代表する京都発のジュエ
ラーとしてファッション誌で
注目を集めるほか、米アカ
デミー賞授賞式においては
3年連続で数多くのハリ

ウッド女優に着用され、そのハイジュエ
リーの完成度と輝きには世界も注目し
ている。
　また同社では、京都の舞妓が使用す
る「ぽっちり」と呼ばれる帯留めや、蒔
絵とジュエリーの職人が検討を重ねて
完成させた「蒔絵ジュエリー」を発表す
るなど、日本の伝統を継承する活動に
も積極的に取り組んでいる。
　伝統的な美意識と最新技術を融合さ
せてジュエリーを製作する同社では、寺
社仏閣の装飾に使われる伝統技法の
和彫りを用いた指輪「花匠の彫」から、
最新の3Dプリンターを用いたジュエ
リー開発まで幅広い技術を活かした製

品づくりを行っている。そのため、様々な
技術や経験を持つスペシャリストが社
内に数多く在籍。職人にとって多様な工
程技術を習得できる環境といえる。

　また同社はブライダルで根強い人気
を誇るが、その一因としてダイアモンド
への強いこだわりがある。メレダイアに
至るまで高い品質を追求。同社のグ
レーダーは、「ダイアモンドへのこだわり
がジュエリー全体の輝きを最大限に引
き出す」という自負を持ちその任に当
たっている。「自身の選び抜いたダイア
モンドがハイジュエリーを飾り、それを
着用するハリウッド女優を輝かせた
時、この上ない達成感を感じられる」 
と、同社の担当者は語る。
　「ジュエリーへの強い思いと、お客様

へより高いクオリティを届ける志を持っ
た職場であり、生産拠点では多くの職
人やグレーダーが活躍している。新た
に採用する方々にもジュエリーのコンセ
プトやストーリーをしっかりと理解し、
お客様に長くご愛用いただけるジュエ
リーを生み出してもらいたい」とのこと。
　新しくクリーンな設備・環境の中で、
経験豊かなスペシャリストからの指導
を受け、成長を実感できる職場だとい
う。中途採用者の飛躍も同社の大きな
推進力の１つとなっているようだ。

　応募方法＝俄コーポレートサイトの
採用情報ページより応募（http://www.
niwaka.co.jp/recruit/）。質問などは
採用担当：北爪・吉村まで（saiyou@
niwaka.com）。

ジュエリー製作技術者と
ダイアモンドグレーダーを募集

株式会社 俄

2018年（平成30年）8月15日　　（3）第2365号　（昭和25年2月28日第3種郵便物認可）


